
２０１０、February
（ふくしま食と農の絆づくり運動ニュース）

平木材市場「初市」が開催
されました。

「ふくはる香を知る“冬のミ

ニ旅”」が実施されました。

  

「田んぼの学校」修了式・
引継式を実施

　平成２２年１月７日（木）株式会社平木材市

場で初市が開催されました。

　初市には、ケヤキ、スギなどの優良材が多く

出品され、通常市の約３倍の量となる素材３，

０００m3、製品１，５００m3が入荷しました。

　当日は天候に

も恵まれ、活気

に満ちた競り売

りにより、杉３

メートル柱取り

丸太が１万円台

の値を付けるな

ど、幸先の良い

初市となりまし

た。

　いわき農林事務所では今後も木材の需要拡大

のための支援を行ってまいります。

　平成２２年１月２６日（火）いわき市立夏井

小学校で平成２１年度「田んぼの学校」最終と

なる第１２回目の活動として、来年度に向けた

肥料づくりを行い、その後、これまで活動を行っ

てきた５年生の

修了式と来年度

から「田んぼの

学校」に取り組

む４年生への引

継式が行われま

した。

　「 田 ん ぼ の 学

校」とは、「『ふ

くしまの農育』推進事業」の一環として、一年

間を通して水稲の作付けから収穫までを体験す

る環境教育事業です。

  今回の活動では、まず４年生と５年生が共同

で田んぼの肥料となる「ぼかし肥」づくりを行

いました。

　このぼかし肥

は来年度の最初

の活動として学

習田に散布する

予定です。

　ぼかし肥づく

りの後は音楽室

に移動し、５年

生による一年間の活動の振り返りと、「田んぼ

の学校」木田校長から、５年生への「田んぼの

学校」修了証書の授与が行われました。

　最後に５年生代表から４年生代表へ「田んぼ

の学校旗」の引継ぎが行われました。

　福島県では、県オリジナル品種の開発を行っ

ており、そのひとつにいちごの「ふくはる香」

があります。

　今回、「ふくはる香」を広く消費者の皆様に

周知するとともに消費拡大に繋げるため、県園

芸課の主催により、平成２２年１月３０日（土）、

３ １日（日）いわき市内で、バスツアー「ふく

はる香を知る“冬のミニ旅”」が実施されまし

た。 “冬のミニ旅”には、２日間で約１７０名

の県民の方々が参加し、市内の生産現場や直

売所等での販売状況の見学を行いました。

　生産現場の見学では摘み取り体験も行われ、

参加者は自分で摘んだ「ふくはる香」の味と食

感を「甘くておいしい！」と十分堪能していま

した。

　 ま た、“ 冬 の

ミ ニ 旅 ” と 併

せていわき新舞

子ハイツでは１

月２９日（金）、

３０日（土）に

ウ ェ ル カ ム フ

ルーツとして「ふ

くはる香」を提供し、お客様に試食していただ
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◎ フレッシュ農業ガイド講座
         期日：2 月 22 日（月 )10:30 ～ 12:00  会場：県立磐城農業高等学校

◎ 第２回農業普及指導活動外部評価懇談会
      期日：２月２3 日（火）  13:30 ～ 16:30  会場：県いわき合同庁舎他

◎ 女性農業者育成セミナー（第２回）「米粉の利用方法と調理実習」
         期日：2 月 23 日（火 )13:00 ～ 15:30  会場：いわき市中央台公民館

◎  有機農産物生産者交流会
         期日：2 月 24 日（水 )13:30 ～ 16:30 　会場：県いわき合同庁舎南分庁舎３階大会議室

◎  第平成２１年度 ｢ ふくしま食と農の絆づくり運動 ｣ いわき地方推進本部会議              
         

期日：２月２６日（金 )10:00 ～ 12:00　会場：県いわき合同庁舎４階大会議室

 いわき農農農農林林林事事事事務務務所所かかららののおお知知知知ららせせ

きましたが、こ

ちらも大好評で

した。

　 い わ き 地 方

は、県内で第２

位を誇る「ふく

はる香」の生産

地 と な っ て お

り、いわき農林事務所では、県オリジナル品種

「ふくはる香」をより多くの消費者の方々に味

わっていただけるようＰＲの拡大とブランド力

の向上に取り組んでまいります。

豆腐・味噌の加工体験を実施

　今回は、今年度最後の活動として、一般応募

者１９名の他、地元農業者、貝泊小・中学生な

どスタッフを含

め、総勢５６名

で、収穫した大

豆を豆腐や味噌

に加工しました。

　 こ の 事 業 は、

平成２０、２１

年度と実施して

きましたが、地元では、これを契機として、平

成２１年度に貝泊コイコイ倶楽部が「貝泊コイ

コイ倶楽部豆腐工房」を設置したことに伴い、

大豆作付けを行う地元農業者も増えていると

のことです。（大豆作付け面積　平成２０年度

２０a →平成２１年度８０ａ）

　また、味噌の加工についても近隣の施設を利

用して取り組んでいきたいとのことでした。

　作業終了後の昼食会では、「貝泊コイコイ倶

楽 部 豆 腐 工 房 」

で製造した豆腐

３種のほか、地

元産の米を使っ

たおにぎり、み

そ汁などが振る

舞われ、参加者

は、播種、収穫

及び加工までの体験活動を思い出しながら、地

元の方々と意見交換を行っていました。

　この事業を契機として、貝泊地区など中山間

地域における遊休農地の利用拡大や地域間交流

の促進、地域振興の進展が期待されます。

　平成２２年１月３０日（土）、いわき市立貝

泊小中学校の体育館で、いわき農林事務所とい

わき地方振興局主催による「ふるさと誘致と連

携した地域産品づくり事業」を実施しました。

　この事業は、地元の地域づくり団体（貝泊コ

イコイ倶楽部）と連携し、遊休農地を活用して

大豆の栽培、加

工 体 験 を 通 し、

地域間交流や地

域振興を推進す

るとともに、地

域産品づくりを

行おうというも

のです。


